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プロジェクト研究の背景
M7クラス以上の短期地冒！予漏・津洟予測による世界一安全安心な社会の確立
巨大地震・津波の予測システムの開発
とその社会実装（実用化試験）
プロジェクト
2018年2月15日
服部克巳（千葉大学大学院理学研究院）
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r 人的被吝の主因・
璽造物の倒濃や津波
ここ~＇ 翌 ‘:：`らふ．、,..
9 建造物の構造這化が最優先課題、 直 品 胃9
r 事前情輯があれば懺書は劇的に軽減可能
r 予潤は可能か
,. 緊急地震逮輯重下型には有効ではない。
r 他の手滋も融合した総合的な地震・津波情輯の擾供
r •台風や豪爾の予瀾（レーダー111像）のようなわか
りやすい（可襖化）地震・津渡情纏を必妻とする
人に遍切lこ畏供（インフラに繕込むことを含む）
く できないか？
・情輯提供することで企彙専の檜饒的な活動事を
し 支擾できないか？
巨大地震・津波の予測システムの開発と
その社会実装（実用化試験）の概要
必霙と＂る人に ●遺な
地晨・拿涙慣霜の賃倶と
その利酒用・社会実洟
気象災害に対するレーダー慣雑のように将来の巨大地2ゃ津波の情報が
分かり累く過切に提供できれば、人的・経済的な複害の1'的な牡汲が期待で
さる．本研究では．Ii墨・地上＂瀾したマルチバ ラメータデータを用いて」もこ
1週閏n`3日前｀ 1日前｀数玲閉莉、 1&;間前足雲波~I膏直罰津波到景20
分前の情籍をリアルタイムに浸供するシステムを構売し、事前準備や抜言軽
汲行動に利活用し、安全安心な社会の実環を目指す．
契●となった
地霞・渾汲災富
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本研究で開発する地震予測システムの原理1
地蹟磁場観測による早l11地震観漏の仕繕み
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本研究で開発する地震予測システムの原理2
電纏層電子戴観測による阜期地震観測の仕鑢み
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本研究で開発する地震予測システムの原理3
衛星温度99常観測による旱期地震観測の仕組み
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研究の進め方（構想）
1色震・津波予測システム開弗
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研究の進め方（構想）
地璽・津濠予測情籍の利活用検討・情籠のビジネス化の促蘊検討
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研究の進め方（構想）
地震・津濃TIIシステム・情暢のビジネス化の促這検討
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研究成果の展開（将来展望）
亡ゞな二：＇”。 |世界一安全安心な社会の確立1
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